
JP 6895395 B2 2021.6.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表面から少なくとも１つの芽胞を除去するための組成物であって、前記組成物は、
　ａ）少なくとも約８５重量％のヒドロアルコール溶液であって、
　前記ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、少なくとも約１重量％の水、及び
　前記ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、約３０重量％～約８５重量％の少なく
とも１種のＣ１～Ｃ４アルキルアルコールを含む、前記ヒドロアルコール溶液と、
　ｂ）前記ヒドロアルコール溶液中に分散されたアクリレートコポリマー粒子であって、
　前記アクリレートコポリマー粒子は反応混合物の反応生成物を含み、前記反応混合物は
モノマーを含み、前記モノマーは、
　　約５重量％～約５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、前記高Ｔｇ
モノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対するものであり、前
記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーは約４０℃～約１５０℃のＴｇを有する）、及び
　　約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、前記低Ｔ
ｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対するものであり、
前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーは約－２０℃～約－６０℃のＴｇを有する）
　を含む、前記アクリレートコポリマー粒子と、
　ｃ）アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤、及びこ
れらの組み合わせから選択される界面活性剤と
　を含み、
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　前記組成物がアニオン性界面活性剤を含む場合、前記アニオン性界面活性剤は前記組成
物の総重量に基づいて０．２９５重量％未満の量で存在し、
　前記粒子は、少なくとも約１００ｎｍの数平均直径を有する、組成物。
【請求項２】
　前記組成物中に、前記組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下の前記アクリレート
コポリマー粒子が存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記アクリレートコポリマーは、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に基づいて
、約２０重量％～約４０重量％の前記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーの反応生成物であ
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記アクリレートコポリマーは、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に基づいて
、約６０重量％～約８０重量％の前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーの反応生成物であ
る、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーは、約４～９のアルキル炭素鎖長を有し、前記少
なくとも１種の高Ｔｇモノマーは、約１～約３の炭素鎖長を有する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーは、約６０℃～約１２５℃のＴｇを有する、請求
項１に記載の組成物。
【請求項７】
　表面から少なくとも１つの芽胞を除去するための組成物であって、前記組成物は、
　前記組成物の総重量に基づいて、少なくとも約１重量％の水と、
　前記組成物の総重量に基づいて、約３０重量％～約９８重量％の少なくとも１種のＣ１

～Ｃ４アルキルアルコールと、
　前記組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下のアクリレートコポリマー粒子であっ
て、前記アクリレートコポリマー粒子は前記水及びアルコール中に分散されており、前記
アクリレートコポリマー粒子は反応混合物の反応生成物を含み、前記反応混合物はモノマ
ーを含み、前記モノマーは、
　　約５重量％～約５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、前記少なく
とも１種の高Ｔｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対す
るものであり、前記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーが約４０℃～約１５０℃のＴｇを有
する）、及び
　　約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、前記少な
くとも１種の低Ｔｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対
するものであり、前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーが約－２０℃～約－６０℃のＴｇ
を有する）
　を含む、前記アクリレートコポリマー粒子と、
　アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤、及びこれら
の組み合わせから選択される界面活性剤と
を含み、
　前記組成物がアニオン性界面活性剤を含む場合、前記アニオン性界面活性剤は前記組成
物の総重量に基づいて０．２９５重量％未満の量で存在し、
　前記粒子は、少なくとも１００ｎｍの数平均直径を有する、組成物。
【請求項８】
　表面から少なくとも１つの芽胞を除去するための組成物であって、
　前記組成物は、
　前記組成物の総重量に基づいて、少なくとも約６０重量％の少なくとも１種のＣ１～Ｃ

４アルキルアルコール、及び
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　前記アルコール中に分散されたアクリレートコポリマー粒子であって、
　前記アクリレートコポリマー粒子は反応混合物の反応生成物を含み、前記反応混合物は
モノマーを含み、前記モノマーは、
　　少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、前記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーは
約４０℃～約１５０℃のＴｇを有する）、及び
　　少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーは
約－２０℃～約－６０℃のＴｇを有する）
を含む、前記アクリレートコポリマー粒子と、
　アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤、及びこれら
の組み合わせから選択される界面活性剤と
　を含み、
　前記組成物がアニオン性界面活性剤を含む場合、前記アニオン性界面活性剤は前記組成
物の総重量に基づいて０．２９５重量％未満の量で存在し、
　前記除去することは、
　ａ）前記表面を前記組成物と接触させること、及び
　ｂ）前記組成物と接触した前記表面を、機械的作用に供することと、を含む、
　組成物。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの芽胞は、前記アクリレートコポリマー粒子と会合する、請求項８
に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１５年７月１日出願の米国仮特許出願第６２／１８７，３７２号の優先
権を主張するものであり、この仮出願の開示は、参照によってその全体が本明細書に援用
される。
【０００２】
　本開示は、表面から芽胞を取り除くための組成物及びその方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　特に病院などの医療現場におけるクロストリジウム・ディフィシルの拡散の予防に対し
て、非常に強い関心及び緊急性が存在する。病院という状況にいる患者は、多くの場合、
一定期間抗生物質を投与されている間又はその直後に、クロストリジウム・ディフィシル
感染症にかかる。クロストリジウム・ディフィシルの栄養型を死滅させることは比較的容
易であるが、クロストリジウム・ディフィシルの芽胞形態は、死滅させるのが非常に難し
いことがある。したがって、患者、医療従事者、及び環境間でのクロストリジウム・ディ
フィシルの拡散を予防するという問題に対処するための新しい技術が必要とされている。
【発明の概要】
【０００４】
　組成物の総重量に基づいて、少なくとも約８５重量％のヒドロアルコール溶液であって
、ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、少なくとも約１重量％の水、及びヒドロア
ルコール溶液の総重量に基づいて、約３０～約８５重量％の少なくとも１種のＣ１～Ｃ４
アルキルアルコールを含む、ヒドロアルコール溶液と、ヒドロアルコール溶液中に分散さ
れたアクリレートコポリマー粒子であって、アクリレートコポリマー粒子は反応混合物の
反応生成物であり、反応混合物はモノマーを含み、モノマーは、約５重量％～約５０重量
％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、少なくとも１種の高Ｔｇモノマーの重量
％は、反応混合物中のモノマーの総重量に対するものである）及び約２０重量％～約８０
重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、少なくとも１種の低Ｔｇモノマーの
重量％は、反応混合物中のモノマーの総重量に対するものである）を含む、アクリレート
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コポリマー粒子と、を含む組成物であって、粒子は、少なくとも約１００ｎｍの数平均直
径を有する、組成物が、本明細書において開示される。
【０００５】
　また、組成物の総重量に基づいて、少なくとも約１重量％の水と、組成物の総重量に基
づいて、約３０重量％～約９８重量％の少なくとも１種のＣ１～Ｃ４アルキルアルコール
と、組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下のアクリレートコポリマー粒子と、を含
み、アクリレートコポリマー粒子は水及びアルコール中に分散されており、アクリレート
コポリマー粒子は反応混合物の反応生成物であり、反応混合物はモノマーを含み、モノマ
ーは、約５重量％～約５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、少なくと
も１種の高Ｔｇモノマーの重量％は、反応混合物中のモノマーの総重量に対するものであ
る）、及び約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、少
なくとも１種の低Ｔｇモノマーの重量％は、反応混合物中のモノマーの総重量に対するも
のである）を含む組成物であって、粒子は、少なくとも１００ｎｍの数平均直径を有する
、組成物も開示される。
【０００６】
　また、表面から少なくとも１つの芽胞を除去する方法であって、表面を組成物と接触さ
せることであって、組成物は、組成物の総重量に基づいて、少なくとも約６０重量％の少
なくとも１種のＣ１～Ｃ４アルキルアルコール、及びアルコール中に分散されたアクリレ
ートコポリマー粒子を含む、接触させることと、組成物と接触した表面を、機械的作用に
供することと、を含む、方法も開示される。
【０００７】
　また、表面から少なくとも１つの芽胞を取り除く方法であって、表面を組成物と接触さ
せることを含み、組成物は、組成物の総重量に基づいて、少なくとも約８５重量％のヒド
ロアルコール溶液であって、ヒドロアルコール溶液の重量に基づいて、少なくとも約１重
量％の水、及びヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、約３０重量％～約９５重量％
の少なくとも１種のＣ１～Ｃ４アルキルアルコールを含む、ヒドロアルコール溶液と、ヒ
ドロアルコール溶液中に分散されたアクリレートコポリマー粒子であって、アクリレート
コポリマー粒子は反応混合物の反応生成物であり、反応混合物はモノマーを含み、モノマ
ーは、約５重量％～約５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、少なくと
も１種の高Ｔｇモノマーの重量％は、反応混合物中のモノマーの総重量に対するものであ
る）、及び約２０ｗ％～約８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、少な
くとも１種の低Ｔｇモノマーの重量％は、反応混合物中のモノマーの総重量に対するもの
である）を含む、アクリレートコポリマー粒子と、を含み、アクリレートコポリマー粒子
は、少なくとも約１００ｎｍの平均直径を有する、方法も開示される。
【０００８】
　本開示の上記の概要は、開示される各実施形態、又は本開示のすべての実装形態につい
て説明することを意図するものではない。以下の記載により、例示的実施形態をより具体
的に例示する。本出願を通していくつかの箇所において、例のリストによって指針が示さ
れるが、それらの例は様々な組み合わせで使用することができる。各場合において、記載
されたリストは、代表的な群としての役割のみを果たすものであり、排他的なリストとし
て解釈されるべきではない。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書において使用される科学的用語及び技術的用語はすべて、特に指示がない限り
、当該技術分野において一般に用いられている意味を有するものである。本明細書におい
て与えられる定義は、本明細書において頻繁に使用される、ある特定の用語の理解を助け
るためのものであり、本開示の範囲を限定することを意味するものではない。
【００１０】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される場合、「頂部」及び「底部」（
又は「上部」及び「下部」のような他の用語）は、相対的な説明のために厳密に利用され



(5) JP 6895395 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

るものであり、記載される要素が位置している物品の、いかなる全体的配向も示唆するも
のではない。
【００１１】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される場合、単数形「１つの（a）」
、「１つの（an）」及び「その（the）」は、内容によって別段の明確な指示がなされて
いない限りは、複数の指示対象を有する実施形態を包含する。
【００１２】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される場合、「又は」という用語は、
概して、内容によって別段の明確な指示がなされていない限りは、「及び／又は」を含む
意味で用いられる。「及び／又は」という用語は、列挙される要素のうちの１つ若しくは
すべて、又は列挙される要素のうちの任意の２つ以上の組み合わせを意味する。
【００１３】
　本明細書において使用される場合、「を有する（have）」、「を有している（having）
」、「を含む（include）」、「を含んでいる（including）」、「を含む（comprise）」
、「を含んでいる（comprising）」などは、それらの非限定的な意味で使用されており、
概して、「を含むが、それらに限定されない」を意味する。「から本質的になる（consis
ting essentially of）」、「からなる（consisting of）」などは、「を含む（comprisi
ng）」などに包含されることが理解されるであろう。例えば、銀「を含む」導電性トレー
スは、銀「からなる」導電性トレースであってもよく、又は銀「から本質的になる」導電
性トレースであってもよい。
【００１４】
　本明細書において使用される場合、「から本質的になる」は、ある組成物、装置、シス
テム、及び方法などに関する場合、その組成物、装置、システム、及び方法などの構成成
分が、列挙された構成成分と、その組成物、装置、システム、及び方法などの基本的特性
及び新規の特性に対して実質的に影響を及ぼさない任意の他の構成成分とに限定されるこ
とを意味する。
【００１５】
　「好ましい」及び「好ましくは」という単語は、ある特定の状況においてある特定の利
益を供し得る実施形態を指す。しかしながら、同じ又は他の状況において他の実施形態が
好ましい場合もある。更に、１つ以上の好ましい実施形態の記載は、他の実施形態が有用
ではないことを示唆するものではなく、請求項を含む本開示の範囲から他の実施形態を排
除することを意図するものではない。
【００１６】
　また、本明細書において、端点による数値範囲の記載は、その範囲内に包含されるすべ
ての数を含む（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、５な
どを含み、１０以下は、１０、９．４、７．６、５、４．３、２．９、１．６２、０．３
などを含む）。値の範囲が特定の値「まで」である場合、その値は、その範囲内に含まれ
る。
【００１７】
　上の記載及び以下の特許請求の範囲における「第１の」、「第２の」などの使用は、必
ずしも、列挙された数の物体が存在するのを示すことを意図するものではない。例えば、
「第２の」基材は、単に、別の基材（例えば「第１の」基材など）から区別することを意
図するものでしかない。また、上の記載及び以下の特許請求の範囲における「第１の」、
「第２の」などの使用は、必ずしも、一方が他方よりも時間的に早く現れるのを示すこと
を意図するものではない。
【００１８】
　アクリレートコポリマー及びアルコールを含む組成物が、本明細書において開示される
。また、開示される組成物は、ヒドロアルコール溶液及びアクリレートコポリマーを含む
と説明することもできる。開示される組成物又は配合物は、低いガラス転移温度（Ｔｇ）
を有する少なくとも１種の構成成分及び高いＴｇを有する少なくとも１種の構成成分を含
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むアクリレートコポリマーを、アルコール含有媒体中に含み得る。本明細書において使用
される場合、高Ｔｇ構成成分又は低Ｔｇ構成成分という用語は、その構成成分から形成さ
れたホモポリマーのガラス転移温度を指す。例えば、Ｎ－ビニルピロリドンは、ポリビニ
ルピロリドンが５４℃のＴｇを有するため、高Ｔｇ構成成分であり得、一方でイソオクチ
ルアクリレート（ＩＯＡ）は、ポリ（ＩＯＡ）ポリマーが－５８℃のＴｇを有するため、
低Ｔｇ構成成分（モノマー）である。低Ｔｇを有する構成成分（複数可）は、低Ｔｇ構成
成分と呼ぶことができ、高Ｔｇを有する構成成分（複数可）は、高Ｔｇ構成成分と呼ぶこ
とができる。低Ｔｇ構成成分は、低Ｔｇモノマーから形成することができ、高Ｔｇ構成成
分は、高Ｔｇモノマーから形成することができる。開示される組成物は、表面から芽胞を
取り除くのに有用であり得る。本明細書において使用される場合、芽胞という用語は、細
菌芽胞を指す。低Ｔｇ構成成分が、芽胞に対する接着をもたらし得、高Ｔｇ構成成分が、
皮膚からの芽胞の剥離を可能にすると考えられるが、信じられているわけではない。芽胞
は、皮膚などの表面に対して強力に接着することができ、取り除くことが非常に困難な場
合がある。
【００１９】
　特に病院などの医療現場におけるクロストリジウム・ディフィシルの拡散の予防に対し
て、非常に強い関心及び緊急性が存在するため、表面から芽胞を取り除くための組成物は
重要である。病院という状況にいる患者は、多くの場合、一定期間抗生物質を投与されて
いる間又はその直後に、クロストリジウム・ディフィシル感染症にかかる。クロストリジ
ウム・ディフィシルの栄養型を死滅させることは比較的容易であるが、クロストリジウム
・ディフィシルの芽胞形態は、死滅させるのが非常に難しい場合がある。患者、医療従事
者、及び環境間でのクロストリジウム・ディフィシルの拡散を予防するという問題に対処
するための新しい技術が必要とされている。
【００２０】
　従来利用されてきた組成物は多くあり、例えばブリーチ、アルコールフォーム、及びジ
ェルが挙げられる。ブリーチは、一般に使用されている殺胞子剤であり、病院という状況
における環境表面を殺菌消毒するための使用にとって有効であり、疾病管理センター（Ce
nters for Disease Control，ＣＤＣ）によって推奨されている。しかしながら、ブリー
チは、患者及び医療従事者が皮膚上で利用することはできない。現在、アルコールフォー
ム及びジェルが、大部分の医療従事者に使用されている。しかしながら、これらの溶液は
、クロストリジウム・ディフィシルの芽胞の根絶には有効でない。クロストリジウム・デ
ィフィシルに冒された医療従事者及び患者に対するＣＤＣの推奨は、石鹸、水、及びペー
パータオルによる通常の手洗いである。しかしながら、この解決策の実行は、直ぐ近くに
利用できるシンクが無いこと及び時間が無いことから、医療従事者にとって常に簡便であ
るわけではない。更に、この解決策は、介護者が、運動性が限定された患者に対して実行
するには不便である。
【００２１】
　希釈ブリーチ又は過酸化水素、及び類似の製品が、手に対して使用され、芽胞を死滅さ
せる能力を示してきた。芽胞を死滅させることは重要であるが、これらの解決策を繰り返
し使用することが安全なのかは明確ではない。例えば、医療従事者は、病室の内外で洗う
ため、１日に３０～５０回、一部の医療従事者は１日に７５回以上、手を洗う場合がある
。これらの解決策にとって、長期毒性及び宿主組織の破壊が懸念となり得る。
【００２２】
　したがって、皮膚上で繰り返し使用しても安全であり、ＣＤＣが推奨するプロトコル（
石鹸、水、及びペーパータオル）と同等のレベルまで芽胞を減少させ、かつ栄養細菌を迅
速に死滅させる能力を有する組成物を開発することが、極めて重要である。アルコールは
、栄養細胞を迅速に死滅させるために使用されるが、芽胞は死滅させない。また、拭き取
り布、ジェル、スプレーなどの様々な形式で使用することができる組成物を得ることも有
用であり得る。また、手の衛生化、患者の入浴、及び手術前のケアなどの患者のケアの様
々な態様に対して利用できる組成物も、非常に有益であり得る。また、患者のケアだけで
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なく、環境、例えば、攻撃性がより少ない、組織に優しい化学物質の使用を保証し得る、
病室内の壊れ易い又は高価な備品／表面の清掃に対しても使用することができる組成物も
、医学界にとって大変有用であり得る。
【００２３】
　開示される組成物は、皮膚などの表面に対する芽胞の接着を克服し、例えば、織られた
、編まれた、又は不織の拭き取り布の表面に、芽胞を分散及び移動させる。開示される組
成物は、アルコール及びアクリレートコポリマーを含み得る。一部の実施形態において、
開示される組成物は、ヒドロアルコール溶液及びアクリル系コポリマーを含み得る。一部
の実施形態において、開示される組成物は、安定な分散体と記載され得る。本明細書にお
いて利用される場合、「安定な分散体」とは、粒子が、溶液から脱落又は「クラッシュア
ウト」する（例えば、凝集又は沈殿する）ことなく、溶液中に分散したままである組成物
を指す。
【００２４】
　「ヒドロアルコール溶液」という語句は、少なくとも水及びアルコールを含む組成物又
は溶液を指す。一部の実施形態において、有用なヒドロアルコール溶液は、ヒドロアルコ
ール溶液の総重量に基づいて、１重量パーセント（重量％）以上の水を含んでもよく、又
は一部の実施形態では５重量％以上の水を含んでもよい。一部の実施形態において、有用
なヒドロアルコール溶液は、ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、１５重量％以下
の水を含んでもよい。一部の実施形態において、有用なヒドロアルコール溶液は、ヒドロ
アルコール溶液の総重量に基づいて、３０重量％以上のアルコールを含んでもよい。一部
の実施形態において、有用なヒドロアルコール溶液は、ヒドロアルコール溶液の総重量に
基づいて、８５重量％以下のアルコール、９５重量％以下のアルコール、又は９９％以下
のアルコールを含んでもよい。
【００２５】
　一部の実施形態において、組成物全体におけるアルコールの量を考慮することもできる
（ヒドロアルコール溶液中のアルコールの量ではなく）。アルコールの総含有量によって
、細菌を死滅させる特性がもたらされ得るため、組成物全体におけるアルコールの量は重
要であり得る。一部の実施形態において、開示される組成物は、組成物全体の総重量に基
づいて、３０重量％以上のアルコールを有してもよい。一部の実施形態において、開示さ
れる組成物は、組成物全体の総重量に基づいて、組成物中に６０重量％以上のアルコール
を有してもよく、一部の実施形態において、組成物中に６１重量％以上のアルコールを有
してもよく、あるいは一部の実施形態において、組成物中に７０重量％以上のアルコール
を有してもよい。一部の実施形態において、開示される組成物は、組成物全体の総重量に
基づいて、８５重量％以下のアルコール、９５重量％以下のアルコール、又は９８％以下
のアルコールを有してもよい。一部の実施形態において、開示される組成物は、組成物全
体の総重量に基づいて、組成物全体において６０重量％～７０重量％のアルコールを有し
てもよい。一部の実施形態において、開示される組成物は、組成物全体の総重量に基づい
て、組成物全体において３０重量％～８５重量％のアルコールを有してもよい。一部の実
施形態において、組成物全体は、組成物全体の総重量に基づいて、少なくとも１重量％の
水、少なくとも１０重量％の水、又は一部の実施形態において少なくとも１１重量％の水
を有し得る。
【００２６】
　任意の種類の単官能性のアルキルアルコールを、ヒドロアルコール溶液中のアルコール
として利用することができる。一部の実施形態においては、Ｃ２～Ｃ５アルコールなどの
、低級炭化水素鎖のアルコールを利用することができる。一部の実施形態において、アル
コールは、エタノール及びイソプロパノールから選択され、一部の実施形態においてはエ
タノールである。エタノールは、広域スペクトルをもたらし、微生物を迅速に死滅させ、
かつ医師、看護士、及び臨床医などの消費者にとって許容できる香りをもたらし得るため
、有用であり得る。プロピルアルコール（１－プロパノール）もまた使用されてもよい。
また、２種以上の低級アルコールのブレンドも利用できる。低級アルコールは、例えばＳ
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ＤＡ－３Ｃ（Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ，ＴＮ）から市販
）などの変性エタノールのように、変性されていてもよい。低級アルコールと共に、共溶
媒が組成物中に更に含まれてもよい。可能性のある、企図される適用について考慮すると
、好適な共溶媒としては、例えばアセトン、イソオクタンなどの炭化水素、グリコール、
ケトン、エーテル、及び短鎖エステルを挙げることができる。
【００２７】
　一部の実施形態において、ヒドロアルコール溶液は、組成物全体の総重量に基づいて、
組成物全体の少なくとも８５重量％であってもよい。
【００２８】
　また、開示される組成物は、アクリレートコポリマーを含む。ここで、２種以上のコポ
リマーを利用してもよいことにも留意されたい。コポリマーは、少なくとも２種のモノマ
ーを共重合して、ブロック又はランダムコポリマーを形成することによって形成すること
ができる。２種のモノマーから生成されるアクリレートコポリマーのＴｇと類似するＴｇ
をもたらすような比率での、２種のホモポリマー構成成分のブレンドは、開示される組成
物において使用されるコポリマーとは考えない。コポリマー粒子は、この語句が本明細書
において利用される場合、単一のコポリマーから形成されることが好ましいが、２種以上
のコポリマーのブレンド又は他のホモポリマーとのブレンドも有用であり得る。例えば、
特定のＴｇをもたらすように設計されたブレンドの、せん断特性及び接着特性などの特性
は、同じ特定の全体的Ｔｇを有する、開示されるコポリマーにおいて見られる特性とは異
なり得る。
【００２９】
　本明細書に記載されるアクリレートコポリマーは、少なくとも１種のアクリレート構成
成分を含むか、あるいは少なくとも１種の構成成分又はモノマー、例えば少なくとも１種
のアクリル含有モノマーを含有する反応混合物から重合された。より具体的には、開示さ
れる組成物は、アクリレートコポリマー粒子を含み得る。アクリレートコポリマー又はア
クリレートコポリマー粒子は、少なくとも低Ｔｇモノマーと高Ｔｇモノマーとの反応生成
物と説明することができる。また、アクリレートコポリマー粒子は、それらの粒径によっ
て説明することもできる。アクリレートコポリマー又はコポリマー粒子は、少なくとも１
種の構成成分、例えば少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、少なくとも１種の高Ｔｇモノマ
ー、又はこれらの組み合わせなどを含む反応混合物の反応生成物と説明することができる
。
【００３０】
　また、開示される組成物中のアクリレートコポリマーの量も示すことができる。一部の
実施形態において、開示される組成物は、組成物全体の総重量に基づいて、０．２５重量
％以上のアクリレートコポリマー、０．５重量％以上のアクリレートコポリマー、又は１
重量％以上のアクリレートコポリマーを含んでもよく、あるいは一部の実施形態において
、２重量％以上のアクリレートコポリマーを含んでもよい。一部の実施形態において、開
示される組成物は、組成物全体の総重量に基づいて、１５重量％以下のアクリレートコポ
リマー、５重量％以下のアクリレートコポリマーを含んでもよく、あるいは一部の実施形
態において、４重量％以下を含んでもよい。一部の実施形態において、開示される組成物
は、組成物全体の総重量に基づいて、１重量％～５重量％のアクリレートコポリマーを含
んでもよく、あるいは一部の実施形態において、２重量％～４重量％のアクリレートコポ
リマーを含んでもよい。
【００３１】
　開示される組成物中のアクリレートコポリマー、又はより具体的にはアクリレートコポ
リマー粒子は、アクリレートコポリマーを形成するために使用されるモノマーによって説
明することができる。一部の実施形態において、高いＴｇを有する少なくとも１種以上の
モノマー及び低いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノマーを、開示される組成物中の
アクリレートコポリマーを形成するために利用することができる。本明細書において使用
される場合、モノマーのＴｇに関する値は、特定のモノマーから重合されたホモポリマー
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のＴｇである。低Ｔｇモノマーは、アクリレートコポリマーの低Ｔｇ構成成分を形成し、
高Ｔｇモノマーは、アクリレートコポリマーの高Ｔｇ構成成分を形成する。
【００３２】
　一部の実施形態において、高いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノマーは、４０℃
以上、あるいは一部の実施形態において、例えば６０℃以上のＴｇを有するモノマーであ
ってもよい。一部の実施形態において、高いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノマー
は、１５０℃以下、あるいは例えば１２５℃以下のＴｇを有するモノマーであってもよい
。一部の実施形態において、高いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノマーは、４０℃
～１５０℃、あるいは一部の実施形態において、例えば６０℃～１２５℃のＴｇを有する
モノマーであってもよい。一部の実施形態において、高Ｔｇモノマー又は構成成分は、１
０５℃のＴｇを有してもよい。一部の実施形態において、低いＴｇを有する少なくとも１
種以上のモノマーは、－３０℃以下、あるいは一部の実施形態において、例えば－２０℃
以下のＴｇを有するモノマーであってもよい。一部の実施形態において、低いＴｇを有す
る少なくとも１種以上のモノマーは、－６０℃以上、あるいは例えば－５５℃以上のＴｇ
を有するモノマーであってもよい。一部の実施形態において、低いＴｇを有する少なくと
も１種以上のモノマーは、例えば－６０～－２０℃のＴｇを有するモノマーであってもよ
い。一部の実施形態において、低Ｔｇモノマー又は構成成分は、－５０℃のＴｇを有して
もよい。
【００３３】
　また、低Ｔｇ及び高Ｔｇモノマー構成成分は、モノマー中の炭素の数によって説明する
こともできる。例えば、低Ｔｇモノマーは、４個以上のアルキル鎖炭素を有するモノマー
を含んでもよい。一部の実施形態において、低Ｔｇモノマーは、１０個以下の炭素を有し
てもよい。例えば、高Ｔｇモノマーは、３個以下の炭素を有するモノマーを含んでもよい
。一部の実施形態において、高Ｔｇモノマーは、１個以上の炭素を有してもよい。
【００３４】
　また、低Ｔｇモノマー及び高Ｔｇモノマーは、構造的に説明することもできる。一部の
実施形態において、高Ｔｇモノマーは、下の式Ｉのものであってもよく、
【化１】

　式中、Ｒ１はＨ又は－ＣＨ３であり、Ｒ２は－ＣＨ３又は－ＣＨ２ＣＨ３である。一部
の実施形態において、低Ｔｇモノマーは、下の式ＩＩのものであってもよく、

【化２】

　式中、Ｒ３はＨ又は－ＣＨ３であり、Ｒ４は－ＣＨ２（ＣＨ２）ｘＣＨ３であり、ｘは
１～１２の整数であり、アルキル鎖は直鎖状であっても分枝状であってもよい。一部の実
施形態において、ｘは２～６の整数であってもよい。一部の実施形態において、ｘは６で
あってもよく、アルキルは分枝アルキルであってもよい。
【００３５】
　したがって、少なくとも式Ｉ及びＩＩのモノマーから形成されたアクリレートコポリマ
ーは、以下の通りに式ＩＩＩで記載することができ、
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【化３】

　式中、Ｒ１はＨ又は－ＣＨ３であり、Ｒ２はＨ、－ＣＨ３、又は－ＣＨ２ＣＨ３であり
、Ｒ３はＨ又は－ＣＨ３であり、Ｒ４は－ＣＨ２（ＣＨ２）ｘＣＨ３であり、ｘは１～８
の整数であり、アルキル鎖は直鎖状であっても分枝状であってもよく、Ｒ５はＨ又は－Ｃ
Ｈ３であり、Ｒ６はＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＣＨ３、Ｎ（ＣＨ３）２、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＨ
であり、ｍは２０～１，５００，０００の整数であり、ｎは２０～１，５００，０００の
整数であり、ｐは０～１，５００，０００の整数であるが、ただしｍがｎを超え、ｍとｎ
の両方がｐを超えることを条件とする。一部の実施形態において、Ｒ１は－ＣＨ３であり
、Ｒ２は－ＣＨ３又は－ＣＨ２ＣＨ３であり、Ｒ３はＨである。一部の実施形態において
、任意のモノマー（上記のポリマー鎖の中間構造）は、アクリルアミドモノマー、アクリ
ル酸モノマー、ピロリドンモノマー、Ｎ－ビニルピロリドンモノマー、若しくは他の高Ｔ
ｇモノマー、又はこれらの任意の組み合わせに由来してもよい。上の式中に列挙されたモ
ノマーの順序は、例示のみを目的とするものであることに留意されたい。モノマーは、ラ
ンダム又はブロックの様式で、任意の順序で発生してもよい。
【００３６】
　一部の例示的実施形態において、低Ｔｇモノマーとしては、例えば、－５０℃のＴｇを
有する２－エチルヘキシルアクリレート（ＥＨＡ）、－５４℃のＴｇを有するブチルアク
リレート（ＢＡ）、及び－５８℃のＴｇを有するイソオクチルアクリレート（ＩＯＡ）、
又はこれらの組み合わせを挙げることができる。一部の例示的実施形態において、高Ｔｇ
モノマーとしては、例えば、１０５℃のＴｇを有するメタクリル酸メチル（ＭＭＡ）、１
０５℃のＴｇを有するアクリル酸（ＡＡ）、及び５５℃のＴｇを有するヒドロキシエチル
メタクリレート（ＨＥＭＡ）を挙げることができる。有用なコポリマー粒子として、又は
それにおいて利用することができる潜在的ポリマーの具体例としては、例えば、Ａｋｚｏ
　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅから市販されているＤｅｒｍａｃｒｙｌ　Ｃ（ＥＨＡ、Ｍ
ＭＡ、及びＡＡの混合物から重合）、並びにＡｋｚｏ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅから
以前市販されていたＢａｌａｎｃｅ　０／５５（ＢＡ及びＭＭＡの混合物から重合）を挙
げることができる。
【００３７】
　また、本明細書において有用なコポリマー粒子は、任意の構成成分又は任意のモノマー
を含んでもよい。一部のそのような任意の構成成分としては、コポリマー粒子を形成する
のに使用することができる他のポリマー及び／又はモノマーを挙げることができる。コポ
リマー粒子を形成するのにポリマーが利用される場合、反応混合物の総重量を決定する際
、そのようなポリマーの重量はモノマーとして考慮される。概して、アクリレートコポリ
マー粒子の組成物としては、限定されるものではないが、以下のポリマー：アクリレート
、ポリアクリレート、ウレタン、ポリウレタン、ポリエステル、ポリサッカライド、ポリ
オレフィン、ポリアミド、ポリイミド、ポリエチレン、ポリアルキル、ポリオール、ポリ
スチレン、ポリエーテル、ポリハライド、ポリニトリル、セルロース系、タンパク質、ト
リグリセリド、ポリアミノ酸、シリコーンポリマー及び樹脂、ロジンに由来するエステル
、エポキシ樹脂、シェラック、ラテックス、又はこれらの任意の組み合わせ、を挙げるこ
とができる。
【００３８】
　アクリレートコポリマー粒子中に含まれ得る構成成分の具体例としては、例えば、Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ製のＰＶＰ　Ｋシリー
ズ（ポリビニルピロリドン）、ＢＡＳＦ製のＬｕｖｉｓｋｏｌ　Ｋシリーズ（ポリビニル
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ピロリドン）、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ製
のＰＶＰ／ＶＡ（酢酸ビニル／ビニルピロリドンコポリマー）、例えばＷ－７３５及びＳ
－６３０グレード、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｓ製のＧａｎｔｒｅｚ（メチルビニルエーテル／無水マレイン酸のコポリマー）、ＢＦ　
Ｇｏｏｄｒｉｃｈ製のＣａｒｂｏｓｅｔシリーズ（アクリレートコポリマー）、Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製のＲｅ
ｓｙｎシリーズ（酢酸ビニル／クロトネートコポリマー）、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒ
ｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製のＶｅｒｓａｔｙｌシリー
ズ（アクリレート／オクチルアクリルアミドコポリマー）、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　
ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ製のＡｉｒｖｏｌ（ポリビニルアルコールコポリマー）、例
えばＡｉｒｖｏｌ　１０３、Ａｉｒｖｏｌ　３２５、Ａｉｒｖｏｌ　５４０、Ａｉｒｖｏ
ｌ　５２３Ｓのようなすべての市販グレード、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ製の、ビニルアルコールとポリ（オキシアルキレン）アクリレートとのコ
ポリマーであるＶｉｎｅｘ、例えばＶｉｎｅｘ　１００３、Ｖｉｎｅｘ　２０３４、Ｖｉ
ｎｅｘ　２１４４、Ｖｉｎｅｘ　２０１９などのすべての市販グレード、Ｐｏｌｙｍｅｒ
　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎｓ製のＰＥＯＸ（ポリエチルオキサゾリン
）、ＷａｃｋｈｅｒｒによるＣｏｖａｃｒｙｌ　Ａ１５及びＣｏｖａｃｒｙｌ　Ｅ１４、
アクリレート／エチルヘキシルアクリレートコポリマー（大東化成工業によるＤａｉｔｏ
ｓｏｌ　５０００ＳＪ）、ブチルアクリレート／ヒドロキシプロピルジメチコンアクリレ
ートコポリマー（Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．によるＧｒａｎａｃｒｙ
ｓｉｌ　ＢＡＳ）、アクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２アルキルメタクリレートコポリマー（
ＩＳＰによるＡｌｌｉａｎｚ　ＯＰＴ）、イソドデカン及びアクリレートコポリマー（Ｐ
ｈｏｅｎｉｘによるＧｉｏｖａｒｅｚ　ＡＣ－５０９９Ｍ）、アクリレート／オクチルア
クリルアミドコポリマー（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ＆Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙによるＤｅｒｍａｃｒｙｌ－７９）、並びにポリスチレンスルホン酸ナトリウム
（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ＆Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙによるＦｌｅｘ
ａｎ　１３０）、ＩＳＰ製のＧａｎｅｘ（ビニルピロリジノン／エイコセンコポリマー）
、ＩＳＰ製のＰｏｌｅｃｔｒｏｎ（ビニルピロリジノン／スチレンコポリマーエマルジョ
ン）を挙げることができる。
【００３９】
　いかなる特定の理論にも束縛されるものではないが、アクリレートポリマーの好適な構
成成分は、それらの特性及び／又は構造に基づいて選択することができる。一部のアクリ
レートは、それらの遊離酸形態では水に対して不溶性であるため、耐水性である。そのよ
うな水不溶性アクリレートを塩基で中和してそれらの塩形態にした場合、水溶性は著しく
増加し得る。アクリレートポリマーの溶解度プロファイルは、その内部の酸性基などの極
性基又はイオン性基の発生によって強く影響を受け得る。これらの特性は、ポリマー中の
酸性官能基を中和するために使用される塩基の種類にも依存し得る。例えば、中和剤とし
てトリエタノールアミンを使用したアクリレートポリマーは、水酸化ナトリウムを用いて
中和されたものとは異なる特性を有し得る。一実施形態において、アクリレートコポリマ
ーは、酸性官能基のすべて又は一部とイオン性錯体を形成するように、塩化セチルピリジ
ニウムなどのアルキル又はアラルキル四級アンモニウム塩を伴うアクリレートポリマーを
含み得る。加えて、アクリレートのエマルジョンを安定に保つために使用することができ
る任意の界面活性剤が、最終配合物においてある役割を果たす場合がある。
【００４０】
　また、比較的低濃度のアクリル酸（ＡＡ）モノマーなどのアニオン性モノマーが、反応
混合物又は開示される組成物中に含まれてもよい。その酸性官能基は、例えば、カチオン
性抗微生物剤（例えば、塩化ベンザルコニウム、塩化セチルピリジニウムなど）などのカ
チオン性化合物を用いて錯体化され得る。加えて、酸性モノマーを中和するために、第一
級、第二級、及び第三級アミンを使用することができる。これらのアミンもまた、任意に
、抗微生物活性をもたらし得る（例えば、ラウリルアルギネート、クロルヘキシジンなど
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）。
【００４１】
　一部の実施形態において、Ｄｅｒｍａｃｒｙｌ　Ｃ、Ｂａｌａｎｃｅ　Ｏ／５５、及び
Ａｖａｌｕｒｅ　２１０を利用することができる。部分的に中和されている、これらのコ
ポリマー中の酸性官能基が、芽胞を取り除くのに有用であり得る。これらの特定のコポリ
マーは、耐水性である軟質の可撓性コーティングを形成する。これらのポリマーはまた、
美容用途において、石鹸及び水を用いて取り除くことのために設計されているものでもあ
る。開示される組成物もまた、有利なことに、表面から取り除くことができる。開示され
る組成物は皮膚に対して使用される可能性があるため、許容できる美容的魅力を有するこ
とが有利であり得る。これは、例えば、手と繰り返し接触する可能性があるためである。
例えば、望ましくない特性としては、皮膚に乾燥又はひび割れの感触をもたらす、配合物
の「ボーリング（balling）」、乾燥した配合物の剥離などを挙げることができる。上記
のような美容的特性を向上させるために、添加剤を任意に添加することができる。しかし
ながら、そのような添加剤が、組成物の芽胞を取り除く性能及びその潜在的な抗微生物性
に対して負の影響を及ぼす可能性があるかどうか、考慮する必要がある。室温でのワック
ス、例えばステアリン酸、ステアリルアルコール、パルミチン酸セチルなど、又はシリコ
ーンベースの皮膚軟化剤、例えばジメチコンコポリオール及びジメチコンなどを添加する
と、このような特性の向上に役立ち得る。
【００４２】
　有用なアクリレートコポリマーは、少なくとも１種の高Ｔｇモノマー及び少なくとも１
種の低Ｔｇモノマーの反応生成物である。一部の実施形態において、少なくとも１種の低
Ｔｇモノマーの量は、少なくとも１種の高Ｔｇモノマーの量より多い。一部の実施形態に
おいて、アクリレートコポリマーは、アクリレートコポリマーを形成する反応混合物の総
重量に基づいて、少なくとも５重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、少なくとも１
０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、少なくとも１５重量％の少なくとも１種の
高Ｔｇモノマー、又は少なくとも２０重量％の高Ｔｇモノマーの反応生成物である。一部
の実施形態において、アクリレートコポリマーは、アクリレートコポリマーを形成する反
応混合物の総重量に基づいて、４０重量％以下の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、５０
重量％以下の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、６０重量％以下の高Ｔｇモノマー、８０
重量％以下の高Ｔｇモノマー、あるいは一部の実施形態において、８５重量％以下の高Ｔ
ｇモノマーの反応生成物である。一部の実施形態において、アクリレートコポリマーは、
アクリレートコポリマーを形成する反応混合物の総重量に基づいて、５重量％～８０重量
％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、５重量％～５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇ
モノマー、２０重量％～５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、又は２０重量％
～６０重量％の高Ｔｇモノマーの反応生成物である。
【００４３】
　一部の実施形態において、アクリレートコポリマーは、アクリレートコポリマーを形成
する反応混合物の総重量に基づいて、少なくとも１０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモ
ノマー、少なくとも２０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、少なくとも２５重量
％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、少なくとも４０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇ
モノマー、又は少なくとも６０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマーの反応生成物で
ある。一部の実施形態において、アクリレートコポリマーは、アクリレートコポリマーを
形成する反応混合物の総重量に基づいて、８０重量％以下の少なくとも１種の低Ｔｇモノ
マー、８５重量％以下の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、又は９０重量％以下の少なく
とも１種の低Ｔｇモノマーの反応生成物である。一部の実施形態において、アクリレート
コポリマーは、アクリレートコポリマーを形成する反応混合物の総重量に基づいて、４０
重量％～９０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、２０重量％～８０重量％の少な
くとも１種の低Ｔｇモノマー、４０重量％～８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマ
ー、又は６０重量％～８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマーの反応生成物である
。
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【００４４】
　一部の実施形態において、アクリレートコポリマー、又はアクリレートコポリマーを形
成する反応混合物は、その中に含有される少なくとも１種の低Ｔｇモノマー及び少なくと
も１種の高Ｔｇモノマーの総最小量によって説明することができる。例えば、反応混合物
は、反応混合物中のモノマーの合計に基づいて、反応混合物中に少なくとも２５重量％の
すべての低Ｔｇモノマー及び高Ｔｇモノマーを含んでもよく、あるいは少なくとも３０重
量％のすべての低Ｔｇモノマー及び高Ｔｇモノマーを含んでもよい。
【００４５】
　開示される組成物中のアクリレートコポリマーは、より具体的には、ヒドロアルコール
ビヒクル中に分散されたアクリレートコポリマー粒子と説明することができる。したがっ
て、アクリレートコポリマー粒子は、それらの粒径によって説明することができる。一部
の実施形態において、アクリレートコポリマー粒子は、１００ナノメートル（ｎｍ）以上
、あるいは一部の実施形態において、２００ｎｍ以上の数平均直径を有してもよい。一部
の実施形態において、アクリレートコポリマー粒子は、５００ｎｍ以下の数平均直径を有
してもよい。アクリレートコポリマー粒子のサイズは、芽胞を取り除くことを成し遂げる
又は少なくとも部分的に成し遂げる際に重要であり得る。一部の実施形態において、アク
リレートコポリマー粒子は、マイクロメートル（又はミクロン）の範囲の数平均直径を有
してもよい。
【００４６】
　また、開示される組成物は、１種以上の他の任意の構成成分を含んでもよい。例えば、
アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、又はこれらの組み合わ
せが、開示される組成物中に含まれてもよい。界面活性剤は、利用される場合、例えば組
成物中の分散された粒子を安定化するために使用され得る。一部の実施形態において、ア
ニオン性界面活性剤又は非イオン性界面活性剤を、開示される組成物において、任意に利
用することができる。
【００４７】
　アニオン性界面活性剤としては、限定されるものではないが、サルコシネート、グルタ
メート、アルキルサルフェート、アルキルエーテル硫酸ナトリウム又はカリウム（sodium
 or potassium alkyleth sulfates）、アルキルエーテル硫酸アンモニウム、ラウレス－
ｎ－硫酸アンモニウム、ラウレス－ｎ－サルフェート、イセチオネート、アルキル及びア
ラルキルグリセリルエーテルスルホネート、アルキル及びアラルキルスルホスクシネート
、アルキルグリセリルエーテルスルホネート、アルキルホスフェート、アラルキルホスフ
ェート、アルキルホスホネート、並びにアラルキルホスホネートを挙げることができる。
これらのアニオン性界面活性剤は、金属又は有機アンモニウム対イオンを有し得る。一部
の実施形態において、スルホネート及びサルフェート、並びにホスホネート及びホスフェ
ートから選択されるアニオン性界面活性剤を、開示される組成物において利用することが
できる。
【００４８】
　好適なアニオン性界面活性剤としては、アルキルサルフェート、アルキルエーテルサル
フェート、アルキルスルホネート、アルキルエーテルスルホネート、アルキルベンゼンス
ルホネート、アルキルベンゼンエーテルサルフェート、アルキルスルホアセテート、第二
級アルカンスルホネート、及び第二級アルキルサルフェートなどのスルホネート及びサル
フェートを挙げることができる。これらの多くは、下式：
　Ｒ１４－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎ（ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２）ｐ－（Ｐｈ）ａ－（ＯＣＨ

２ＣＨ２）ｍ－（Ｏ）ｂ－ＳＯ３－Ｍ＋及びＲ１４－ＣＨ［ＳＯ３－Ｍ＋］－Ｒ１５によ
って表すことができ、式中、ａ及びｂ＝０又は１であり、ｎ、ｐ、及びｍ＝０～１００で
あり（一部の実施形態において０～２０であり、一部の実施形態において０～１０である
）、Ｒ１４及びＲ１５は（Ｃ１～Ｃ１２）アルキル基（飽和直鎖状、分枝状、又は環状基
）であり、これは任意にＮ原子、Ｏ原子、若しくはＳ原子、又はヒドロキシル基、カルボ
キシル基、アミド基、若しくはアミン基によって置換されていてもよいが、ただし少なく
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とも１個のＲ１４又はＲ１５が少なくともＣ８であることを条件とし、Ｐｈ＝フェニルで
あり、ＭはＨ、Ｎａ、Ｋ、Ｌｉ、アンモニウムなどのカチオン性対イオンであるか、ある
いはトリエタノールアミンなどのプロトン化第三級アミンであるか、あるいは第四級アン
モニウム基である。
【００４９】
　上の式中、エチレンオキシド基（すなわち、「ｎ」基及び「ｍ」基）及びプロピレンオ
キシド基（すなわち、「ｐ」基）は、逆の順序、及びランダム、連鎖、又はブロック配列
で生じてもよい。このクラスに関して一部の実施形態においては、Ｒ１は、Ｒ１６－Ｃ（
Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２－などのアルキルアミド基、及び－ＯＣ（Ｏ）－ＣＨ２－
などのエステル基を含んでもよく、式中、Ｒ１６は、（Ｃ８～Ｃ２２）アルキル基（分枝
状、直鎖状、又は環状基）である。例としては、限定されるものではないが：Ｓｔｅｐａ
ｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，ＩＬから入手可能であるＰＯＬＹＳＴＥＰ
　Ｂ１２（ｎ＝３～４、Ｍ＝ナトリウム）及びＢ２２（ｎ＝１２、Ｍ＝アンモニウム）な
どのラウリルエーテルサルフェートなどのアルキルエーテルスルホネート、並びにメチル
タウリン酸ナトリウム（日光ケミカルズ株式会社、東京、日本）から商品名ＮＩＫＫＯＬ
　ＣＭＴ３０で入手可能）；第二級アルカンスルホネートのナトリウム塩であるＨｏｓｔ
ａｐｕｒ　ＳＡＳなどの第二級アルカンスルホネートが挙げられる。
【００５０】
　例としては、例えばＣｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．，Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣから入
手可能である（Ｃ１４～Ｃ１７）第二級アルカンスルホネート（アルファ－オレフィンス
ルホネート）；商品名ＡＬＰＨＡＳＴＥＰ　ＰＣ－４８でＳｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ
から入手可能である、ナトリウムメチル－２－スルホ（Ｃ１２～１６）エステル及び２－
スルホ（Ｃ１２～Ｃ１６）脂肪酸二ナトリウムなどのメチル－２－スルホアルキルエステ
ル；両方ともＳｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ製の、ラウリルスルホ酢酸ナトリウム（商品
名ＬＡＮＴＨＡＮＯＬ　ＬＡＬ）及びラウレススルホコハク酸二ナトリウム（ＳＴＥＰＡ
ＮＭＩＬＤ　ＳＬ３）として入手可能であるアルキルスルホアセテート及びアルキルスル
ホスクシネート；Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ製の商品名ＳＴＥＰＡＮＯＬ　ＡＭで市
販されているラウリル硫酸アンモニウムなどのアルキルサルフェート；Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎ
ｄｕｓｔｒｉｅｓ製のＡｅｒｏｓｏｌ　ＯＴとして入手可能であるジオクチルスルホコハ
ク酸ナトリウムなどのジアルキルスルホスクシネートを挙げることができる。
【００５１】
　また、好適なアニオン性界面活性剤としては、アルキルホスフェート、アルキルエーテ
ルホスフェート、アラルキルホスフェート、及びアラルキルエーテルホスフェートなどの
ホスフェートを挙げることもできる。多くは、下式：
　［Ｒ１４－（Ｐｈ）ａ－Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）ｐ］ｑ－
Ｐ（Ｏ）［Ｏ－Ｍ＋］ｒによって表すことができ、式中、Ｐｈ、Ｒ１４、ａ、ｎ、ｐ、及
びＭは上記で定義されており、ｒは０～２であり、ｑ＝１～３であるが、ただしｑ＝１で
ある場合、ｒ＝２であり、ｑ＝２である場合、ｒ＝１であり、ｑ＝３である場合、ｒ＝０
であることを条件とする。上記と同様に、エチレンオキシド基（すなわち、「ｎ」基）及
びプロピレンオキシド基（すなわち、「ｐ」基）は、逆の順序、及びランダム、連鎖、又
はブロック配列で生じてもよい。例としては、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．から商品名
ＨＯＳＴＡＰＨＡＴ　３４０ＫＸで市販されているトリラウレス－４－ホスフェートなど
のモノ－、ジ－、及びトリ－（アルキルアルコキシレート）－ｏ－リン酸エステルの混合
物、並びに、Ｃｒｏｄａ　Ｉｎｃ．，Ｐａｒｓｉｐａｎｎｙ，ＮＪから商品名ＣＲＯＤＡ
ＰＨＯＳ　ＳＧで入手可能であるＰＰＧ－５セテス１０ホスフェート、並びにこれらの混
合物を挙げることができる。アニオン性界面活性剤の商標名としては、Ｒｈｏｄｏｃａｌ
　ＤＳ－１０、Ｓｔｅｐａｎ　Ｍｉｌｄ、及びＣｏｍｐｌｅｍｉｘが挙げられる。
【００５２】
　両性界面活性剤。両性のタイプの界面活性剤としては、プロトン化されていてもよい、
第三級アミン基を有する界面活性剤、及び第四級アミン含有双性イオン性界面活性剤が挙
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げられる。一部の実施形態において、カルボン酸アンモニウム及びスルホン酸アンモニウ
ムを利用することができる。
【００５３】
　カルボン酸アンモニウムのクラスの界面活性剤は、以下の式：Ｒ１７－（Ｃ（Ｏ）－Ｎ
Ｈ）ａ－Ｒ１８－Ｎ＋（Ｒ１９）２－Ｒ２０－ＣＯＯ－によって表すことができ、式中、
ａ＝０又は１であり、Ｒ１７は（Ｃ７～Ｃ２１）アルキル基（飽和直鎖状、分枝状、若し
くは環状基）、（Ｃ６～Ｃ２２）アリール基、又は（Ｃ６～Ｃ２２）アラルキル基若しく
はアルカリル基（飽和直鎖状、分枝状、若しくは環状アルキル基）であり、Ｒ１７は任意
に１個以上のＮ原子、Ｏ原子、若しくはＳ原子、又は１個以上のヒドロキシル基、カルボ
キシル基、アミド基、若しくはアミン基で置換されていてもよく、Ｒ１９はＨ又は（Ｃ１
～Ｃ８）アルキル基（飽和直鎖状、分枝状、若しくは環状基）であり、Ｒ１９は任意に１
個以上のＮ原子、Ｏ原子、若しくはＳ原子、又は１個以上のヒドロキシル基、カルボキシ
ル基、アミン基、（Ｃ６～Ｃ９）アリール基、又は（Ｃ６～Ｃ９）アラルキル基若しくは
アルカリル基で置換されていてもよく、Ｒ１８及びＲ２０は、それぞれ独立して、同一で
あっても異なっていてもよい（Ｃ１～Ｃ１０）アルキレン基であり、任意に１個以上のＮ
原子、Ｏ原子、若しくはＳ原子、又は１個以上のヒドロキシル基若しくはアミン基で置換
されていてもよい。一部の実施形態において、上の式中、Ｒ１７は（Ｃ１～Ｃ１８）アル
キル基であり、Ｒ１９は、メチル基又はベンジル基で置換されていてもよく、一部の実施
形態においてはメチル基で置換されていてもよい（Ｃ１～Ｃ２）アルキル基である。Ｒ１
９がＨである場合、より高いｐＨ値における界面活性剤が、例えばＮａ、Ｋ、Ｌｉなどの
カチオン性対イオンと共に第三級アミンとして、又は第四級アミン基として存在し得るこ
とが理解される。このような両性界面活性剤の例としては、限定されるものではないが、
ココベタイン及びコカミドプロピルベタインなどのある特定のベタイン（Ｍｃｌｎｔｙｒ
ｅ　Ｇｒｏｕｐ　Ｌｔｄ．，Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐａｒｋ，ＩＬから商品名ＭＡＣＫ
ＡＭ　ＣＢ－３５及びＭＡＣＫＡＭ　Ｌで市販されている）；ラウロアンホ酢酸ナトリウ
ムなどのモノアセテート；ラウロアンホ酢酸二ナトリウムなどのジアセテート；ラウラミ
ノプロピオン酸などのアミノ－及びアルキルアミノ－プロピオネート（Ｍｃｌｎｔｙｒｅ
　Ｇｒｏｕｐ　Ｌｔｄ．から、それぞれ、商品名ＭＡＣＫＡＭ　ＩＬ、ＭＡＣＫＡＭ　２
Ｌ、及びＭＡＣＫＡＭ　１５　ＩＬで市販されている）が挙げられる。
【００５４】
　スルホン酸アンモニウムのクラスの両性界面活性剤は、多くの場合、「スルタイン」又
は「スルホベタイン」と呼ばれ、以下の式：ＲＩ７－（Ｃ（Ｏ）－ＮＨ）ａ－ＲＩ８－Ｎ
＋（ＲＩ９）２－Ｒ２０－ＳＯ３によって表すことができ、式中、Ｒ１７～Ｒ２０及び「
ａ」は上記で定義されている。例としては、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン（Ｍ
ｃｌｎｔｙｒｅ　Ｇｒｏｕｐ　Ｌｔｄ．からＭＡＣＫＡＭ　５０－ＳＢとして市販されて
いる）が挙げられる。スルホアンホテリクス（sulfoamphoterics）は、スルホネート基が
非常に低いｐＨ値でもイオン化されたままであるため、一部の実施形態においてはカルボ
キシレートアンホテリクスの代わりに利用することができる。
【００５５】
　非イオン性界面活性剤。例示的非イオン性界面活性剤としては、限定されるものではな
いが、アルキルグルコシド、アルキルポリグルコシド、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、ス
クロースエステル、脂肪酸と多価アルコールとのエステル、脂肪酸アルカノールアミド、
エトキシル化脂肪酸、エトキシル化脂肪族酸、エトキシル化脂肪アルコール（例えば、両
方ともＳｉｇｍａ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ製の、商標名ＴＲＩＴＯＮ　Ｘ－１００で入
手可能であるオクチルフェノキシポリエトキシエタノール及び商標名ＮＯＮＩＤＥＴ　Ｐ
－４０で入手可能であるノニルフェノキシポリ（エチレンオキシ）エタノール）、エトキ
シル化及び／又はプロポキシル化脂肪族アルコール（例えば、ＩＣＩから商標名Ｂｒｉｊ
で入手可能であるもの）、エトキシル化グリセリド、エトキシル化／プロポキシル化ブロ
ックコポリマー、例えばＢＡＳＦから入手可能であるＰｌｕｒｏｎｉｃ界面活性剤及びＴ
ｅｔｒｏｎｉｃ界面活性剤など、エトキシル化環状エーテル付加物、エトキシル化アミド
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及びイミダゾリン付加物、エトキシル化アミン付加物、エトキシル化メルカプタン付加物
、アルキルフェノールによるエトキシル化濃縮物、エトキシル化窒素系疎水性物質、エト
キシル化ポリオキシプロピレン、ポリマー性シリコーン、フッ素化界面活性剤（例えば、
３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮから商標名ＦＬＵＯＲＡＤ－ＦＳ　３００
で入手可能であるもの及びＤｕｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　Ｃｏ．，Ｗｉｌｍｉｎ
ｇｔｏｎ，ＤＥから商標名ＺＯＮＹＬで入手可能であるもの）、並びに重合性（反応性）
界面活性剤（例えば、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．，Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ
，ＰＡから商標名ＭＡＺＯＮで入手可能であるＳＡＭ　２１１（アルキレンポリアルコキ
シサルフェート）界面活性剤）が挙げられる。一部の実施形態において、本組成物におい
て有用である非イオン性界面活性剤は、ＢＡＳＦ製のＰＬＵＲＯＮＩＣなどのポロキサマ
ー、ＴＷＥＥＮのようなソルビタン脂肪酸エステル、及びこれらの混合物からなる群から
選択することができる。
【００５６】
　また、開示される組成物は、他の任意の構成成分を含んでもよい。そのような任意の構
成成分の１つとしては、抗微生物性構成成分が挙げられる。限定されるものではないが、
塩化セチルピリジニウム、臭化セトリモニウム（ＣＴＡＢ）、ベヘントリモニウムクロリ
ド、クロルヘキシジン塩を含むビスビグアニド、及びポリヘキサメチレンビグアニド（Ｐ
ＨＭＢ）などの高分子グアニド、塩化ベンゼトニウム、グルコン酸クロルヘキシジンなど
のクロルヘキシジン塩、オクテニジン二塩酸塩などのオクテニジン塩、ステアラルコニウ
ムクロリドなど、並びにこれらの混合物を含むカチオン性第四級アンモニウム塩（これら
の一部は抗微生物剤である）を使用することができる。存在する場合、抗微生物剤は、概
して、本組成物の総重量に基づいて０．０１～１重量％で存在することができる。また、
トリクロサンなどの非イオン性抗微生物剤を使用することもできる。本組成物の安定性が
損なわれない限り、カチオン性化合物を比較的低い濃度で使用することができる。
【００５７】
　また、開示される組成物に、アミン化合物を任意に添加することもできる。アミン化合
物は、アクリレートポリマーに結合して、すなわちポリマーの中和を補助しながら、芽胞
の表面とも相互作用するように、添加することができる。これらのアミン化合物としては
、例えばＪｅｆｆａｍｉｎｅなどのエトキシル化アミン及びｐｅｇ　８オレイルアミンを
挙げることができる。
【００５８】
　また、開示される組成物に、湿潤剤を任意に添加することもできる。好適な湿潤剤とし
ては、例えばグリセリン、プロピレングリコール、ソルビトール、ポリプロピレングリコ
ール、ポリエチレングリコール、及びこれらの組み合わせを挙げることができる。
【００５９】
　また、開示される組成物に、皮膚軟化剤及びポリマーを含む皮膚コンディショニング剤
を任意に添加することもできる。例えば、モノ－、ジ－、及びトリ－グリセリド、ヒマシ
油、アラントイン、ラノリン及びその誘導体、セチルアルコール、並びにカチオン性ポリ
マーなどの有用な皮膚コンディショニング剤を利用することができる。皮膚軟化剤は、例
えば、米国特許第５，９５１，９９３号のものから選択することができ、この特許は、参
照によって本明細書に援用される。
【００６０】
　また、開示される組成物に、増粘剤を任意に添加することもできる。一部の実施形態に
おいて、増粘剤は有機増粘剤であってもよい。好適な有機増粘剤としては、例えばグアー
ガム、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシルプロピルセルロース、ヒドロキシブチ
ルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリビニルピロリジノン、及び米
国特許第８，０６２，６４９号に開示されているものを挙げることができる。この特許は
、参照によって本明細書に援用される。これらの有機増粘剤は、本組成物の総重量に基づ
いて、典型的には０．１～２重量％の範囲の量で使用される。水和シリカなどの無機増粘
剤は、本組成物の総重量に基づいて、約０．５～１０重量％以上の量で使用されてもよい
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。
【００６１】
　また、研磨剤又は機械的剥離剤が、開示される組成物中に任意に含まれてもよい。一部
の実施形態において、研磨材料又は剥離材料としては、ホスフェート、カーボネート、シ
リケート、水和シリカ、水和アルミナ、ベントナイトなどの水不溶性研磨剤、並びにポリ
メタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）、ポリスチレンなどのポリマービーズ、並びにポリオレ
フィンビーズ及び微粒子など、並びにこれらの混合物を挙げることができる。一部の場合
において、他の穏やかな剥離剤を、芽胞を機械的に取り除くために、開示される組成物に
おいて任意に使用することができる。例示的剥離剤としては、例えば葛粉又はクルミ粉末
を挙げることができる。
【００６２】
　また、表面から芽胞を除去する方法、表面から芽胞を取り除く方法、又はこれらの組み
合わせが、本明細書において開示される。開示される方法（及び組成物）は、例えば皮膚
、医療用設備、医療環境における表面、又はこれらの任意の組み合わせを含む、事実上任
意の表面において利用することができる。一部の実施形態において、開示される方法及び
組成物は、患者、医療従事者、他の個人の皮膚、又はこれらの任意の組み合わせにおいて
利用することができる。開示される方法は、本明細書において開示される組成物を含む様
々な組成物と共に利用することができる。
【００６３】
　本明細書において開示される一部の方法は、表面から芽胞を除去する方法、又は表面か
ら芽胞を取り除く方法である。例示的なそのような方法の例は、表面を組成物と接触させ
る工程と、一部の実施形態においては、表面を機械的作用に供する工程とを含み得る。芽
胞が位置しており、除去されるべき表面は、組成物を表面に適用すること若しくは近付け
ることにより、表面を組成物と接触させることにより、又はこれらの組み合わせによって
、組成物と接触させることができる。より具体的には、組成物及び表面は、組成物を表面
上に噴霧することにより、組成物を表面上に分注することにより、表面を組成物中に浸漬
することにより、組成物を表面に注入することにより、又はこれらの任意の組み合わせに
よって接触させることができる。一部の実施形態において、表面を組成物と接触させる工
程は、表面を、組成物とあらかじめ接触させておいた物品と接触させることを含んでもよ
い。例えば、物品を組成物と接触させてもよく又は組成物で処理してもよく、その後、処
理された物品を表面と接触させてもよい。組成物で処理することができる例示的物品とし
ては、例えば拭き取り布、スポンジ、又はこれらの任意の組み合わせを挙げることができ
る。
【００６４】
　一部の開示される方法は、組成物と接触させた表面を機械的作用に供する工程を含む。
事実上任意のタイプの機械的作用を、開示される方法において利用することができる。機
械的作用の例示的タイプとしては、例えば、何らかの物品（例えば、組成物で処理した物
品又は組成物で処理していない物品）で表面を擦ること、表面にわたって物品を動かすこ
と若しくは引っ掻くこと、組成物と接触させた表面を、組成物と接触させた別の表面にわ
たって動かすこと、又はこれらの任意の組み合わせを挙げることができる。一部の実施形
態において、機械的作用としては、組成物で処理した物品で、表面を擦ること、拭うこと
、引っ掻くこと、又は擦り落とすことを挙げることができる。一部の実施形態において、
機械的作用としては、組成物と接触させた第１の表面を、組成物と接触させた第２の表面
にわたって、又はその上で動かすことを挙げることができる。そのような実施形態の具体
例としては、組成物と接触させた２本の手を擦り合わせることを挙げることができる。
【００６５】
　表面を機械的作用に供する工程は、任意の時間量で行ってもよい。一部の実施形態にお
いて、表面は、５秒間以上、１０秒間以上、又は２０秒間以上、機械的作用に供され得る
。一部の実施形態において、表面は、例えば２分間以内又は１分間以内、機械的作用に供
され得る。
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【００６６】
　一部の実施形態において、表面を組成物と接触させる工程及び組成物と接触した表面を
機械的作用に供する工程は、少なくとも何らかの重複を伴って行ってもよい。例えば、一
部の実施形態において、組成物の少なくとも一部が表面と接触している間に、機械的作用
を始めてもよい。具体的には、例えば、手（複数可）が組成物中に浸漬されている（又は
組成物中に浸されている）間に、手を擦り合わせてもよい。一部の実施形態において、表
面を組成物と接触させる工程又は表面を機械的作用に供する工程の片方（又は両方）を２
回以上繰り返してもよい。
【００６７】
　一部の実施形態において、組成物を表面と接触させる工程及び表面を機械的作用に供す
る工程は、コポリマー粒子が表面上の芽胞と会合するようになることを引き起こし得る。
コポリマー粒子が、芽胞の外面と会合するようになると考えられるが、信じられているわ
けではない。例えば、コポリマー粒子が、芽胞の外面に接着するようになるという可能性
がある。コポリマー粒子が芽胞と会合すると、芽胞は、コポリマー粒子と会合していない
場合よりも容易に、表面から取り除くことができる。一部の実施形態において、開示され
る、芽胞を除去する方法は、除去された芽胞を表面から取り除く工程、適用された組成物
の少なくとも一部を取り除く工程、又はこれらの組み合わせも含み得る。
【００６８】
　コポリマー粒子の少なくとも１種の低Ｔｇ構成成分が、コポリマー粒子が芽胞に接着す
るのに役立ち、コポリマー粒子の少なくとも１種の高Ｔｇ構成成分が、組成物が芽胞を表
面から取り除くのに役立つと考えられるが、信じられているわけではない。少なくとも１
種の低Ｔｇ構成成分の量が過剰であると、又は少なくとも１種の高Ｔｇ構成成分の量が不
十分であると、芽胞がコポリマー粒子と会合していても、それらを表面から取り除くのが
より困難になる場合がある。同様に、少なくとも１種の低Ｔｇ構成成分の量が不十分であ
ると、又は少なくとも１種の高Ｔｇ構成成分の量が過剰であると、コポリマー粒子が芽胞
に接着するのがより困難になる場合がある。したがって、芽胞に対する接着性と表面から
の芽胞の取り除きの両方をもたらすには、少なくとも１種の低Ｔｇ構成成分の、少なくと
も１種の高Ｔｇ構成成分に対する比が重要であり得る。開示される組成物は、芽胞が位置
する表面に対してではなく、芽胞の表面に対する優先的な結合を可能にするはずである。
加えて、開示される組成物は、芽胞の表面に対する相互作用を弱めるはずである。
【実施例】
【００６９】
　以下の実施例によって目的及び利点を更に例示するが、これらの実施例において記載さ
れる特定の材料及びそれらの量、並びに他の条件及び詳細は、本開示を不当に制限するも
のとして解釈されるべきではない。
【００７０】
　表１は、本明細書において利用した試薬のリストを記載している。
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【表１－１】
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【表１－２】
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【表１－３】
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【００７１】
　表２には、本明細書において利用されるモノマーのガラス転移温度を示す。
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【表２】

【００７２】
　実施例１：配合物の調製
　Ｖｉｔｒｏ　Ｓｋｉｎから芽胞を取り除く能力について試験した配合物はすべて、同じ
様式で構築した。
【００７３】
　まず、バイアルに正確な量のポリマーを加え、次いで水を添加した。必要な場合には、
界面活性剤、ビーズなどの追加の構成成分を添加した。溶液をよく混合し、ｐＨを測定し
た。必要な場合には、水酸化ナトリウム又は塩酸を用いて、ｐＨをおよそ６．５～７の最
終ｐＨに調整した。最後に、溶液のエタノールがおよそ７０重量％になるようにエタノー
ルを添加して、溶液を再度混合した。
【００７４】
　実施例２：皮膚様表面から芽胞を取り除く試験配合物の能力を評価するように設計され
たインビトロ実験の概説
　このインビトロ方法は、化粧品業界の合成皮膚材料である、ＩＭＳ　Ｉｎｃ．，Ｐｏｒ
ｔｌａｎｄ　ＭＥ製のＶｉｔｒｏ－ｓｋｉｎを用いて、皮膚からの微生物の取り除きを評
価するために設計された。この方法は、皮膚からの微生物の剥離を促進する傾向に関する
、配合物の迅速なスクリーニングを可能にし、インビボ活性の予測となり得る。
【００７５】
　材料
　以下の材料を利用した。クロストリジウム・スポロゲネス芽胞　ＡＴＣＣ　３５８４　
約１．０×１０＾８ＣＦＵ／ｍＬ；フィルタ滅菌されたＴｒｉｔｏｎ－Ｘ１００サンプリ
ング緩衝液（ｐＨ７．４）：０．４ｇのＫＨ２ＰＯ４、１０．１ｇのＮａ２ＨＰＯ４、１
ｇのＴｒｉｔｏｎ－Ｘ１００、及び１ＬのｄＨ２Ｏ；Ｄ／Ｅ中和ブロス；使い捨てポリエ
チレングローブ（ＶＷＲ　３２９１５－２６８）の指；滅菌ｄＨ２Ｏ（ＷＦＩ品質の水）
；３Ｍ　ＡＣペトリフィルム；及び５ｍＬ　Ｆａｌｃｏｎチューブ；１．５ｍＬ　ＥＰＩ
遠心分離管；ペトリ皿；Ｖｉｔｒｏ－Ｓｋｉｎ　ＩＭＳ　Ｉｎｃ．；並びに両面テープ。
【００７６】
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　この方法は以下を含んだ。３／４インチのパンチを用いて、特定数のＶｉｔｒｏ－Ｓｋ
ｉｎサンプルをパンチアウトした。両面テープを用いて、パンチアウトしたＶｉｔｒｏ－
Ｓｋｉｎサンプルをペトリ皿又は任意の他の滅菌平面に取り付けた。１０μＬの芽胞／芽
胞調製物を用いて適宜、Ｖｉｔｒｏ－Ｓｋｉｎサンプルを汚染した（約１×１０＾６ＣＦ
Ｕ／サンプル）。ピペットの先端部を使用して芽胞を表面上に広げた。各サンプルについ
て新しいピペットの先端部を使用した。サンプルを乾燥させた（約４０分間）。３つのサ
ンプルを、３ｍＬのＴｒｉｔｏｎ　Ｘ－１００サンプリング溶液、又は試験するサンプル
が抗微生物剤を含む場合にはＤ／Ｅ中和ブロスが収容された別個の指袋に直接入れた。３
つの回復対照の各々について、以下の「指袋回収方法」を使用した。
【００７７】
　指袋回収方法は、以下の通りに実行した。まず、指袋を、使い捨てグローブから切り離
した（ＶＷＲ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌの使い捨てポリエチレングローブ、サイズは
大）。３ｍＬのサンプリング溶液で指袋を満たした。汚染されたＶｉｔｒｏ－Ｓｋｉｎサ
ンプルを、サンプリング溶液の入った指袋に入れた。親指と人差し指を用いて、指袋を１
分間揉んだ。指袋から一定分量の流体を取り出し、適切にラベル付けされた１．５ｍＬの
遠心分離管に入れた。
【００７８】
　実験用サンプルについて、３ｍＬの適切な試験溶液の入った指袋に、汚染されたＶｉｔ
ｒｏ－Ｓｋｉｎサンプルを入れた。指袋内で２０秒間揉んだ。指袋からＶｉｔｒｏ－Ｓｋ
ｉｎサンプルを取り出し、３ｍＬのサンプリング溶液（Ｔｒｉｔｏｎ　Ｘ－１００グロー
ブジュース緩衝液又はＤ／Ｅ中和ブロス）の入った新しい指袋に入れた。上記の指袋回収
方法を使用して、サンプルを回収した。試験溶液の各々に関して、「汚染されたｖｉｔｒ
ｏ－ｓｋｉｎサンプルを、．．．」から「上記の指袋回収方法を．．．」を繰り返した。
最良の統計データのために、各試験溶液を３回繰り返した。一定分量の溶液の入った、適
切にラベル付けされた１．５ｍＬの遠心分離管を、２０分間８０℃で熱処理した。バター
フィールド緩衝液でサンプルを段階希釈し、ＡＣペトリフィルムに１０＾－１～１０＾－
４の希釈度で播種した。実験日（day of experiment）、芽胞株に熱ショックを与え、希
釈し、播種した。３７℃の嫌気性チャンバ内で、２０～２４時間ペトリフィルムをインキ
ュベートした。プレートをカウントし、データを分析した。
【００７９】
　実施例３：Ｄｅｒｍａｃｒｙｌ　Ｃ配合物に対するｐＨ及び濃度の影響
　表３の配合物を、上記の実施例１に従って調製し、上記の実施例２に従って試験した。
【表３】

【００８０】
　表３のデータは、Ｄｅｒｍａｃｒｙｌ　Ｃを含む配合物が、ｐＨ８．５よりもｐＨ６．
８において、より多くの芽胞を取り除くことを示している。ｐＨが６．８のとき、配合物
中のＤｅｒｍａｃｒｙｌ　Ｃの濃度が増加すると、取り除きも増加する。この実施例及び



(25) JP 6895395 B2 2021.6.30

10

20

30

以下の実施例すべてにおいて、７０％エタノール及び水を、すべての配合物に対する対照
として使用した。芽胞の減少は、７０％エタノールでは非常に不良であったが、水ではよ
り良好であった。ここでの目標は、性能を少なくとも水の対照の性能とするように、７０
％エタノールにおいて配合することである。芽胞の取り除きが水と類似する（ｌｏｇ減少
が水の０．２ｌｏｇ以内である）か、又は水のそれを上回る配合物が好ましくあり得る。
エタノール対照により近い配合物（エタノールの０．２ｌｏｇ以内）は好ましくない。中
間の配合物は許容可能であるが、水の対照に近いか、又はそれを上回る結果が最も好まし
い。
【００８１】
　実施例４：Ｂａｌａｎｃｅ　０／５５配合物に対するｐＨ及び濃度の影響
　表４の配合物を、上記の実施例１に従って調製し、上記の実施例２に従って試験した。
【表４】

【００８２】
　表４のデータは、ｐＨが上昇すると、芽胞を取り除くＢａｌａｎｃｅ　０／５５の効力
が上昇することを示している。Ｂａｌａｎｃｅ　０／５５の濃度は、芽胞の取り除きに対
して統計的には影響を及ぼさない。
【００８３】
　実施例５：配合においてポリマーを変更し、芽胞の取り除きに対する影響を研究した
　表５の配合物を、実施例１に従って調製し、上記の実施例２に従って、それらの芽胞を
取り除く効力について試験した。
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【表５】

【表６】
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【表７】

【００８４】
　表５の結果は、低Ｔｇアクリレートモノマーを伴わない他の膜形成性ポリマーが、Ｄｅ
ｒｍａｃｒｙｌ　Ｃ、Ｂａｌａｎｃｅ、及びＡｖａｌｕｒｅ　２１０の配合物と同様には
芽胞を取り除かないということを示している。
【００８５】
　実施例６：芽胞の取り除きに対する界面活性剤の影響
　エマルジョンを安定化するために使用することができるアニオン性界面活性剤を含むい
くつかの構成成分が、可能性としては、芽胞の取り除きにおいて、ある役割を果たし得る
。これを理解するために、ラウリルエーテル硫酸ナトリウムなどのアニオン性界面活性剤
をＣＰＣ及びＭａｃｋａｍに添加し、配合物を、Ｄｅｒｍａｃｒｙｌ　Ｃなどの膜形成剤
の非存在下で作製した。下の表６に示される配合物を、実施例１に従って調製し、上記の
実施例２に従って試験した。

【表８】

【００８６】
　表６に示されるデータは、界面活性剤自体が、高アルコール媒体中における芽胞を取り
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【００８７】
　実施例７：芽胞の取り除きに対するビーズの影響
　表７に従う配合物を、実施例１に従って作製した。Ｄｅｒｍａｃｒｙｌ溶液をまず作製
し、次いでその溶液にビーズを添加したことに留意されたい。その後、上記の実施例２に
従って、これらの配合物を試験した。
【表９】

【表１０】

【００８８】
　表７に示されるデータは、Ｆｌｏｒａｓｐｈｅｒｅｓなどのビーズを使用すると、皮膚
様表面からの芽胞の取り除きを向上させ得ることを示している。
【００８９】
　実施例８：溶液におけるＢａｌａｎｃｅ及び異なる添加剤の使用
　表８の配合物を、上記の実施例１に従って調製し、上記の実施例２に従って試験した。
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【表１１】

【００９０】
　実施例９：比較例：７０％アルコール溶液における一般に使用されている増粘剤の、芽
胞の取り除きに対する影響
　表９の配合物を、上記の実施例１に従って調製し、上記の実施例２に従って試験した。

【表１２】

【００９１】
　表９のデータは、一般に使用されているアニオン性アクリレート増粘剤が、本明細書に
記載されるアクリレート配合物と比較して、良好な芽胞の取り除きを示さないことを示し
ている。
【００９２】
　実施例１０：高Ｔｇ及び低Ｔｇ構成成分を含むラテックスの典型的な合成について、以
下に記載する：
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【表１３】

　手順：５００ｍＬのガラスジャーに、装入物Ｈ、２６２．５ｇの２－ＥＨＡと、装入物
Ｉ、８７．５ｇのＭＭＡとを装入した。結果として得られた均質な混合物を、プレミック
スと標識した。３リットルの三つ口フラスコに、装入物Ａ、５６０ｇのＤＩ　Ｈ２Ｏと、
装入物Ｂ、１２ｇのＴｗｅｅｎ　８０界面活性剤とを装入した。混合物を、３０℃におい
て２３０ｒｐｍで撹拌した。Ｃ、Ｄ、Ｅ、及びＦをフラスコに装入し、その後別の６０ｇ
のＤＩ　Ｈ２Ｏを装入した。発熱を制御するために、１９２ｇのプレミックスを、２時間
かけて、１．６ｇ／分で計量した。結果として得られた混合物を、５５℃で約３時間反応
させた。この反応を、７０℃で更に２時間実行させた。結果として得られたラテックスを
、室温に冷ました。このラテックスを、２層のあらかじめ秤量した寒冷紗（グレード５０
）を通して濾過した後、固形分％を測定した。凝塊の量を、寒冷紗に回収された材料から
Ｈ２Ｏを取り除いた後に測定した。凝塊％は、ラテックスの総量に基づいて報告される。
【００９３】
　表１０に示されるサンプルを、この手順を用いて調製した。

【表１４】

【００９４】
　配合物の調製：アクリレートポリマーを水に添加し、混合した。特に記載がない限り、
水酸化ナトリウム又は塩酸のいずれかを用いてｐＨを調整し、その後２００プルーフのエ
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【００９５】
　実施例１１：芽胞の取り除きに対するＥＨＡ：ＭＭＡ比の影響
　表１１ａ及び１１ｂの配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に
従って試験した。表１１ａの配合物はＴｗｅｅｎ　８０を用いて安定化させ、表１１ｂの
配合物はＩｇｅｐａｌ　ＣＯ－８８７を用いて安定化させた。
【表１５】

【００９６】
　データから、７５／２５　ＥＨＡ：ＭＭＡが芽胞を取り除く最良の性能を提供したこと
が示される。
【表１６】

【００９７】
　実施例１２：芽胞の取り除きに対するＥＨＡ／ＭＭＡ／ＡＡ濃度比の影響
　表１２の配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に従って試験し
た。配合物は、３％　ＤＳ－１０を用いて安定化させた。
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【表１７】

【００９８】
　表１２のデータから確認されるように、７３／２５／２のＥＨＡ：ＭＭＡ　ＡＡが、芽
胞を取り除く最良の性能を提供した。
【００９９】
　実施例１３
　実施例１３は、ポリマーの調製中にエマルジョンを安定化させるために使用されたこと
の他に、アニオン性界面活性剤であるｃｏｍｐｌｅｍｉｘの増加した濃度の影響、並びに
芽胞を取り除く性能に対する、他のアニオン性界面活性剤及びエマルジョンを安定化させ
るために使用される双性イオン性界面活性剤の影響について決定するように設計された。
【０１００】
　下の表１３の配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に従って試
験した。
【表１８】

【０１０１】
　サンプル１３－４及び１３－５は非常に粘着性が高かった。これにより、Ｖｉｔｒｏ－
Ｓｋｉｎサンプルにわたってポリエチレングローブバッグで擦ることが困難である場合が
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少につながるという興味深い傾向が観察された。アクリレートを安定化させるためのアニ
オン性又は双性イオン性界面活性剤を使用すると、同等の、芽胞を取り除く性能を達成し
た。
【０１０２】
　データから、アニオン性界面活性剤が増加すると（０．１２％から２．６２％へ）、芽
胞の取り除きが低減することが示された。また、このデータから、試験したアニオン性界
面活性剤のすべてが、統計的に類似する芽胞の取り除きをもたらしたことも示された。
【０１０３】
　実施例１４
　実施例１４は、配合物中の塩基のタイプの、芽胞を取り除く性能に対する影響、及びア
クリル酸濃度の、芽胞を取り除く性能に対する影響について決定するように設計された。
【０１０４】
　下の表１４の配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に従って試
験した。
【表１９】

【０１０５】
　データから、アクリル酸の濃度が上昇すると、芽胞の取り除きが減少し、アクリル酸（
ＡＡ）を中和するための塩基の変更による影響は存在しなかったことが示される。
【０１０６】
　実施例１５：芽胞の取り除きに対する、アクリレート配合物への第四級添加物の影響
　下の表１５の配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に従って試
験した。
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【表２０】

【０１０７】
　表１５のデータから、ＥＨＡ／ＭＭＡ配合物に対して第四級添加物を使用することで、
合成皮膚からの芽胞の取り除きが減少したことが示される。
【０１０８】
　実施例１６：芽胞の取り除きに関する、他のモノマーによるアクリレートポリマーの使
用を評価した
　下の表１６の配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に従って試
験した。
【表２１】

【表２２】
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【０１０９】
　表１６のデータから、ＩＯＡ／ＢＡ／ＨＥＭＡ配合物へのＮＭＡの添加が、芽胞の取り
除きを上昇させることが示される。
【０１１０】
　実施例１７：芽胞を取り除く性能に対する２－ＥＨＡ／ＭＭＡ－ｃｏｍｐｌｅｍｉｘ溶
液におけるｐＨの影響
　下の表１７の配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に従って試
験した。
【表２３】

【０１１１】
　表１７のデータから、配合物におけるｐＨの影響が示され、ｐＨ３．６～７．６の間、
及びその中間の試験した様々なポイントにおいて、統計的差異は示されていない。
【０１１２】
　実施例１８：２％　ｃｏｍｐｌｅｍｉｘ配合物におけるＥＨＡ／ＭＭＡ（７５／２５）
の濃度を上昇させることの影響
　下の表１８の配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に従って試
験した。
【表２４】

【０１１３】
　表１８のデータから、ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーの濃度が上昇するにつれ、芽胞の取り除
きにおける上昇が観察されたことが示される。
【０１１４】
　実施例１９：配合物との相互作用後の手のべたつきを低減するために、塩基配合物（２
％　ｃｏｍｐｌｅｍｉｘのＥＨＡ／ＭＭＡ（７５／２５））にステアリン酸を添加する影
響
　下の表１９の配合物を、上記の実施例１０に従って調製し、上記の実施例２に従って試



(36) JP 6895395 B2 2021.6.30

10

20

30

40

験した。
【表２５】

【０１１５】
　実施例２０：芽胞の取り除きに対する粒径の影響
　粒径は、４つの異なる溶媒系：水１００％（ｗ／ｗ）、エタノール／水　３０／７０（
ｗ／ｗ）、エタノール／水　７０／３０（ｗ／ｗ）、及びエタノール／水　８０／２０（
ｗ／ｗ）において決定した。各溶媒系の溶液は、適切な重量比で水及びエタノールを混合
することにより、１０ｍＬのバイアルに調製した。これらの溶液を使用して、分析用に、
ポリマーサンプルを希釈した。これらの溶媒系溶液の各々の屈折率を、２５．０℃におい
て、Ｒｕｄｏｌｐｈ　Ｊ３５７自動屈折計で測定した。希釈液の屈折率は、粒径分析用の
入力パラメーターとして必要となる。
【０１１６】
　次いで、各ポリマー溶液を、１滴のポリマー溶液（約０．０５ｇ）を、プラスチックキ
ュベット（Ｐｌａｓｔｉｂｒａｎｄ使い捨てキュベット、２．５ｍＬマクロ、１２．５×
１２．５×４５ｍｍ、ＩＳＯ　９００１－１４００１認証、カタログ＃　７５９０７０Ｄ
）に添加して、その後約２ｍＬの適切な希釈液を添加することで希釈した。希釈したサン
プルは、透明から僅かに濁っているべきである。希釈したサンプルのキュベットを、Ｃｏ
ｕｌｔｅｒ　Ｍｏｄｅｌ　Ｎ４　ＭＤサブミクロン粒子分析器のキュベットホルダーに配
置した。「サンプル調製」タブに進み、サンプル強度を調べることで、ポリマーの適正な
希釈度について確認した。計器は「カウント／秒」の値を表示し、この値は、計器がサン
プルを適正に分析するために、５．００Ｅ＋０４～１．００Ｅ＋０６カウント／秒でなけ
ればならない。サンプルがこの範囲の外側であった場合は、強度が適正な範囲内になるよ
うに、新しいサンプルを調製した。
【０１１７】
　以下のパラメーターを入力し、サンプルを分析した：
　温度＝２０℃
　粘度＝０．０１ポアズ
　屈折率＝［各希釈液について上で測定したパラメーター］
　角度＝９０．０度
　サンプル時間＝５．０マイクロ秒
　プレスケール＝２
　ランタイム＝６０秒間
【０１１８】
　計器のデータ出力から、分布のモダリティ、平均直径、９５％限界、及び標準偏差が示
される。粒径は下の表２０ａに見られる。また、上記の実施例２に説明されるように、溶
液の芽胞を取り除く能力についても試験して、表２０ｂに示す。
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【表２６】

【表２７】

【０１１９】
　実施例２１：粒径及び芽胞の取り除きに対する、エタノールの乾燥の影響
　この実験において、実施例２０において調製したサンプル２０－５のエタノールを、終
夜蒸発させた。エタノールの損失は水で埋め合わせた。このサンプルを、サンプル２１－
５と呼び、実施例２０に説明されるように、粒径及び芽胞を取り除く試験に関して試験し
た。データを、下の表２１ａ及び２１ｂに提供する。
【表２８】
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【表２９】

【０１２０】
　このように、芽胞を取り除くための組成物の実施形態が開示される。上記の実装形態及
び他の実装形態が、以下の請求項の範囲内にある。当業者であれば、本開示は開示されて
いる実施形態以外の実施形態で実践できることを理解するであろう。開示される実施形態
は、限定ではなく例示を目的として提示されている。本発明の実施態様の一部を以下の項
目［１］－［３９］に記載する。
［１］
　ａ）少なくとも約８５重量％のヒドロアルコール溶液であって、
　前記ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、少なくとも約１重量％の水、及び
　前記ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、約３０重量％～約８５重量％の少なく
とも１種のＣ１～Ｃ４アルキルアルコールを含む、前記ヒドロアルコール溶液と、
　ｂ）前記ヒドロアルコール溶液中に分散されたアクリレートコポリマー粒子であって、
前記アクリレートコポリマー粒子は反応混合物の反応生成物を含み、前記反応混合物はモ
ノマーを含み、前記モノマーは、
　約５重量％～約５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、前記高Ｔｇモ
ノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対するものである）、及
び
　約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、前記低Ｔｇ
モノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対するものである）を
含む、前記アクリレートコポリマー粒子と、を含む組成物であって、
　前記粒子は、少なくとも約１００ｎｍの数平均直径を有する、組成物。
［２］
　前記反応混合物における重量で、前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーは、前記少なく
とも１種の高Ｔｇモノマーよりも多く存在する、項目１に記載の組成物。
［３］
　前記組成物中に、前記組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下の前記アクリレート
コポリマー粒子が存在する、項目１に記載の組成物。
［４］
　前記組成物中に、前記組成物の総重量に基づいて、約０．５重量％～約４重量％の前記
アクリレートコポリマー粒子が存在する、項目１に記載の組成物。
［５］
　前記組成物中に、前記組成物の総重量に基づいて、少なくとも約６０重量％の前記少な
くとも１種のアルコールが存在する、項目１に記載の組成物。
［６］
　前記アクリレートコポリマーは、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に基づいて
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、約２０重量％～約４０重量％の前記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーの反応生成物であ
る、項目１に記載の組成物。
［７］
　前記アクリレートコポリマーは、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に基づいて
、約６０重量％～約８０重量％の前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーの反応生成物であ
る、項目１～６のいずれかに記載の組成物。
［８］
　前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーは、約４～約１０のアルキル炭素鎖長を有する、
項目１に記載の組成物。
［９］
　前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーは、約－２０℃～約－６０℃のＴｇを有する、項
目１に記載の組成物。
［１０］
　前記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーは、約１～約３の炭素鎖長を有する、項目１に記
載の組成物。
［１１］
　前記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーは、約４０℃～約１５０℃のＴｇを有する、項目
１に記載の組成物。
［１２］
　前記アクリレートコポリマー粒子は、約２００～約５００ｎｍの数平均直径を有する、
項目１に記載の組成物。
［１３］
　前記少なくとも１種のＣ１～Ｃ４アルコールは、エタノール、ｎ－プロパノール、２－
プロパノール、又はこれらの混合物から選択される、項目１に記載の組成物。
［１４］
　前記アルコールに加えて、抗菌剤を更に含む、項目１に記載の組成物。
［１５］
　前記抗菌剤はカチオン性である、項目１４に記載の組成物。
［１６］
　組成物であって、
　前記組成物の総重量に基づいて、少なくとも約１重量％の水と、
　前記組成物の総重量に基づいて、約３０重量％～約９８重量％の少なくとも１種のＣ１

～Ｃ４アルキルアルコールと、
　前記組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下のアクリレートコポリマー粒子と、を
含み、前記アクリレートコポリマー粒子は前記水及びアルコール中に分散されており、前
記アクリレートコポリマー粒子は反応混合物の反応生成物を含み、前記反応混合物はモノ
マーを含み、前記モノマーは、
　約５重量％～約５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、前記少なくと
も１種の高Ｔｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対する
ものである）、及び
　約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、前記少なく
とも１種の低Ｔｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対す
るものである）を含み、
　前記粒子は、少なくとも１００ｎｍの数平均直径を有する、組成物。
［１７］
　表面から少なくとも１つの芽胞を除去する方法であって、
　ａ）前記表面を組成物と接触させることであって、前記組成物は、
　前記組成物の総重量に基づいて、少なくとも約６０重量％の少なくとも１種のＣ１～Ｃ

４アルキルアルコール、及び
　前記アルコール中に分散されたアクリレートコポリマー粒子を含む、接触させることと
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、
　ｂ）前記組成物と接触した前記表面を、機械的作用に供することと、を含む、方法。
［１８］
　前記機械的作用の少なくとも一部は、前記組成物の一部が前記表面上に存在するときに
同時に行う、項目１７に記載の方法。
［１９］
　前記表面を前記組成物と接触させる工程は、前記組成物を皮膚に適用することを含む、
項目１７に記載の方法。
［２０］
　前記組成物を皮膚に適用する工程は、前記皮膚の表面への噴霧、分注、浸漬、注入、又
はこれらの何らかの組み合わせを含む、項目１９に記載の方法。
［２１］
　前記表面を前記組成物と接触させる工程は、前記表面を、前記組成物であらかじめ処理
した物品と接触させることを含む、項目１７に記載の方法。
［２２］
　前記機械的作用は少なくとも約５秒間持続させる、項目１７に記載の方法。
［２３］
　前記組成物であらかじめ処理した前記物品は、拭き取り布、スポンジ、又はこれらの何
らかの組み合わせである、項目２１に記載の方法。
［２４］
　前記組成物と接触した前記表面を、機械的作用に供する工程は、前記表面を擦ること、
前記表面にわたって物品を動かすこと、又はこれらの何らかの組み合わせを含む、項目１
７に記載の方法。
［２５］
　前記少なくとも１つの芽胞は、前記アクリレートコポリマー粒子と会合する、項目１７
に記載の方法。
［２６］
　前記少なくとも１つの芽胞及び会合したアクリレートコポリマー粒子は、皮膚から取り
除かれる、項目２５に記載の方法。
［２７］
　前記組成物の少なくとも一部を、前記芽胞の少なくとも一部と共に前記表面から取り除
くことを更に含む、項目１７に記載の方法。
［２８］
　前記組成物は水を更に含む、項目１７に記載の方法。
［２９］
　前記組成物中に、前記組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下の前記アクリレート
コポリマー粒子が存在する、項目１７に記載の方法。
［３０］
　前記組成物中に、前記組成物の総重量に基づいて、少なくとも約７０重量％の前記少な
くとも１種のアルコールが存在する、項目１７に記載の方法。
［３１］
　前記アクリレートコポリマー粒子は、反応混合物の反応生成物を含み、前記反応混合物
はモノマーを含み、前記モノマーは、
　約５重量％～約５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、前記少なくと
も１種の高Ｔｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対する
ものである）、及び
　約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、前記少なく
とも１種の低Ｔｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対す
るものである）を含む、項目１７に記載の方法。
［３２］
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　前記反応混合物における重量に基づいて、前記少なくとも１種の低Ｔｇモノマーは、前
記少なくとも１種の高Ｔｇモノマーよりも多く存在する、項目３１に記載の方法。
［３３］
　表面から少なくとも１つの芽胞を取り除く方法であって、
　前記表面を組成物と接触させることを含み、前記組成物は、
　前記組成物の総重量に基づいて、少なくとも約８５重量％のヒドロアルコール溶液であ
って、
　前記ヒドロアルコール溶液の重量に基づいて、少なくとも約１重量％の水、及び
　前記ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、約３０重量％～約９５重量％の少なく
とも１種のＣ１～Ｃ４アルキルアルコールを含む、前記ヒドロアルコール溶液と、
　前記ヒドロアルコール溶液中に分散されたアクリレートコポリマー粒子であって、前記
アクリレートコポリマー粒子は反応混合物の反応生成物を含み、前記反応混合物はモノマ
ーを含み、前記モノマーは、
　約５重量％～約５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー（ここで、前記少なくと
も１種の高Ｔｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対する
ものである）、及び
　約２０ｗ％～約８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー（ここで、前記少なくと
も１種の低Ｔｇモノマーの重量％は、前記反応混合物中の前記モノマーの総重量に対する
ものである）を含む、前記アクリレートコポリマー粒子と、を含み、
　前記アクリレートコポリマー粒子は、少なくとも約１００ｎｍの平均直径を有する、方
法。
［３４］
　前記表面は前記組成物中に浸漬される、項目３３に記載の方法。
［３５］
　前記組成物は前記表面に適用される、項目３３に記載の方法。
［３６］
　前記組成物の少なくとも一部を取り除くことを更に含み、前記組成物の少なくとも一部
を取り除くことは、前記表面から前記少なくとも１種の芽胞を取り除く、項目３３に記載
の方法。
［３７］
　前記組成物の少なくとも一部を取り除く工程は、機械的作用を含む、項目３６に記載の
方法。
［３８］
　前記機械的作用は、前記表面を擦ること、前記表面にわたって物品を動かすこと、又は
これらの何らかの組み合わせを含む、項目３７に記載の方法。
［３９］
　前記表面は皮膚を含む、項目３３に記載の方法。



(42) JP 6895395 B2 2021.6.30

10

20

30

40

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ６１Ｋ  47/26     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   47/26     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)           Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/34     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/34     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/81     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/81     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｑ  17/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   17/00     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｌ   2/23     (2006.01)           Ａ６１Ｌ    2/23     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｌ 101/48     (2006.01)           Ａ６１Ｌ  101:48     　　　　        　　　　　

(72)発明者  ランジャニ　ブイ．パーササラシー
            アメリカ合衆国，ミネソタ　５５１３３－３４２７，セント　ポール，ポスト　オフィス　ボック
            ス　３３４２７，スリーエム　センター
(72)発明者  ラメシュ　シー．クマール
            アメリカ合衆国，ミネソタ　５５１３３－３４２７，セント　ポール，ポスト　オフィス　ボック
            ス　３３４２７，スリーエム　センター
(72)発明者  マシュー　ティー．ショルツ
            アメリカ合衆国，ミネソタ　５５１３３－３４２７，セント　ポール，ポスト　オフィス　ボック
            ス　３３４２７，スリーエム　センター
(72)発明者  スティーブン　ピー．スワンソン
            アメリカ合衆国，ミネソタ　５５１３３－３４２７，セント　ポール，ポスト　オフィス　ボック
            ス　３３４２７，スリーエム　センター
(72)発明者  エリン　エー．サターホワイト
            アメリカ合衆国，ニュージャージー　０７９２８，チャタム，ヘリテイジ　ドライブ　１４　ビー

    審査官  梅田　隆志

(56)参考文献  米国特許出願公開第２００８／０１０２０５３（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２００８－５０８１８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００５／０７９７６５（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　３１／７８　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／３４　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／８１　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　９／０８　　　　
              Ａ６１Ｋ　　４７／１０　　　　
              Ａ６１Ｋ　　４７／１８　　　　
              Ａ６１Ｋ　　４７／２０　　　　
              Ａ６１Ｋ　　４７／２６　　　　
              Ａ６１Ｌ　　　２／２３　　　　
              Ａ６１Ｐ　　３１／０４　　　　
              Ａ６１Ｑ　　１７／００　　　　
              Ａ６１Ｌ　１０１／４８　　　　
              ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

